
「みんなの力を医療の力に！」 
 

県民みんなで支える 
岩手の地域医療推進会議 

 
～ 10年間の成果と課題 ～ 

地域医療を支えるための県民シンポジウム 

平成30年12月18日 

岩手県知事 達増 拓也 
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「県民総参加型」の地域医療体制づくり 

県民運動の１０年間の取組と成果 

県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議について   

県民運動に加え、「地域医療基本法」の制定へ 

岩手における地域医療の現状と課題 

これからも県民運動の推進を！ 
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  過重負担により勤務医が疲弊し  
       更なる医師不足を招く要因に 

医師不足の 
悪循環 

「県民総参加型」の地域医療体制づくり① 1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 

3 



「県民総参加型」の地域医療体制づくり② 

4 

（県民の役割） 
○ 県民は健康な生活習慣の重要性に対する理解を深めるとともに、自らの健康は自分 
 で守るとの認識を持ち健康管理を積極的に進めることが求められています。 
 
○ 日頃から信頼関係のあるかかりつけの医師を持ち、自身の疾病と治療内容の理解を 
 進め、医師の医学的な指示をきちんと守るなど、症状に応じた必要な医療を受けるこ 
 とが重要です。 
 
（中略） 
 
○ また、本来、医療は不確実な側面を有しており、患者自身の期待が完全に満たされ 
 るとは限らないことを認識することも大切であり、医療従事者との相互の信頼関係を 
 構築した上で、自身の医療に関する情報の共有に努めることも必要です。 
 
（中略） 
 
○ 住民も医療の担い手であるという意識を持ち、地域の医療提供体制についての情報 
 を得ながら、症状や医療機関の役割分担に応じた適切な受診を行うことは重要であり、 
 地域医療を支える大きな役割があるという認識を持つ必要があります。 

平成20年に策定した前々計画（岩手県保健医療計画（2008-2012））から
“県民の役割”を記載 

1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 
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県民一人ひとりが地域医療を支える担い手となった

「県民総参加型」の地域医療体制づくり
に向けて、県民への普及・啓発活動を推進 

岩手における医師確保対策：「県民総参加型」の地域医療体制づくり 

みんなの力を医療の力に！をスローガ
ンに、地域医療の現状についての理解、
医療機関の役割に応じた適切な受診、
日々の健康管理など、県民へのメッセージ
を発信 

医師不足の悪循環を断ち切り、地域において県民が安心して医療
を受けられるために、岩手では、全国初の試みとして、 

平成20年度から県内の保健・医療分野から産業界、学校関係団体、行政等の団体が参画した 
 

「県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議」を設置し、 

地域医療を支えるための県民運動を展開 

「県民総参加型」の地域医療体制づくり③ 1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 



平成30年12月現在では、１２９団体にまで広がっている 

県民総参加の地域医療体制づくりへ 

（平成２０年１１月設立、産・学・官等県内８４団体が参画） 

保健医療・産業界 

大 学 ・ 学 校 

行      政 

県      民 

地域医療の確保 

県民総参加型の 
地域医療体制づくりを推進 

【全国初】「県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議」設立 

県民と各界団体と行政が一体となって運動展開 

「県民総参加型」の地域医療体制づくり④ 
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1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 



趣旨：患者・国民が安心して必要な医療を受けるためには、 
   医療提供者側の取組だけでなく、国民の医療に関する理解が欠かせない 

7 

最近の国の動向 

 
 

国では 

「上手な医療のかかり方を広めるための懇談会」 
を設置し、平成30年10月に初会合 

 

国民運動 
 
 

  医療機関へのかかり方に関する国民の意識と行動の変革 
  医療機関の負担軽減に向けた具体的な取組を推進 
 

   ○ ポスター等による周知啓発 
   ○ イベント開催による関係機関・団体等の取組事例の展開 
   ○ 医療機関における勤務環境改善等の取組事例の展開 
 

「医療のかかり方普及促進事業」平成31年度新規事業 

 

医療関係者 企業 行政 

医療のかかり方に関する普及啓発などの効果的な取組のあり方について検討 
（救急医療のかかり方、かかりつけ医の活用、相談ダイヤルの活用 など） 

1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 



「県民総参加型」の地域医療体制づくり⑤ 

8 

県民が地域医療を支えるために  

  ☆ 自らの健康は自分で守るとの認識を持ち、 
    健康管理に努めましょう。 
   
  ☆ かかりつけの医師を持ちましょう。 
   
  ☆ 医療従事者と信頼関係を築き、 
    医療に関する情報の共有に努めましょう。 
   
  ☆ 住民も医療の担い手であるという意識を持ち、 
    症状や医療機関の役割分担に応じて 
    適切に受診しましょう。 
 

このような行動や意識が求められます。  

1 県民みんなで支える岩手の 
 地域医療推進会議について 
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「県民総参加型」の地域医療体制づくり 

県民運動の１０年間の取組と成果 

県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議について   

県民運動に加え、「地域医療基本法」の制定へ 

岩手における地域医療の現状と課題 

これからも県民運動の推進を！ 
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いわてグラフによる広報（平成21年1月号） 

これまでの取組① 2 県民運動の10年間の取組と成果 

広報誌などを用いて、取組を詳しく説明 
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これまでの取組② 

新聞広報（平成21年２月） 

新聞やテレビを用いて、 
 取組を県民へ広くアピール 

2 県民運動の10年間の取組と成果 
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これまでの取組③ 2 県民運動の10年間の取組と成果 
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かかりつけのお医者さんをもちましょう 

リーフレットやポスターにより「か
かりつけ医を持つこと」や「上手な
医療機関のかかり方」などについて
啓発 

二戸圏域用リーフレット（平成25年度作成） 

県民運動ポスター（平成23年度作成） 

2 県民運動の10年間の取組と成果 



上手な医療機関のかかり方 

14 

こども救急ミニガイド（平成21年度作成） 

子育て世代用リーフレットを作
成し、子どもの病気への対応や
救急病院の受診の仕方等に関す
る啓発 

2 県民運動の10年間の取組と成果 
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2 県民運動の10年 
 間の取組と成果 

こども救急ミニガイド（平成21年度作成） 

上手な医療機関のかかり方 ～こども救急相談電話の利用～ 
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食生活や適度な運動で健康維持に心がけましょう 

脳卒中予防県民大会（平成30年度） 

気仙圏域市民講座（平成27年度） 

県内各地での市民講座やセミナー
等による各疾病等に関する知識向
上と、健康維持活動促進の啓発 

2 県民運動の10年間の取組と成果 



県民の暮らしにとって重要と考える項目（全46項目） 

平成30年県の施策に関する県民意識調査結果（Ｈ30.１～２月実施） 

 
第１位 「適切な医療体制」 

（９年連続 第１位） 
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これまでの取組の成果① 2 県民運動の10年間の取組と成果 
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医療機関の役割分担認知度 

知っている 知らない 不明 

【設問】 大きな病院と診療所（開業医）の役割分担について知っていますか。 

18 

出典：H20、22：「医療と健康に関する県民意識調査」（岩手県保健福祉部） 
   H24、26、28、30：「県民生活基本調査」、H25、27、29：「県の施策に関する県民意識調査」（岩手県政策地域部） 
 ※ 選挙人名簿から調査対象を抽出しているため、H29年調査から、新たに18-19歳が対象に加わった。 

平成20年の 47.5％ から、平成30年の 58.6％ に 11.1ポイントアップ 

これまでの取組の成果② 2 県民運動の10年間の取組と成果 



【設問】 病気やケガなどで医療機関を受診するとき、どのようにしていますか。 
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出典：H24、26、28、30：「県民生活基本調査」 

平成24年の 62.2％ から、平成30年の 67.6％ に 5.4ポイントアップ 
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受診するときに、どちらかと言えば、診療所で受診する 

どちらかと言えば、大病院 どちらかと言えば、診療所 不明 

これまでの取組の成果③ 2 県民運動の10年間の取組と成果 
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県民運動開始前（19年度）の2,692件から、開始後（21年度）に4,008件に増加 
 

その後、増減を繰り返し、平成29年度は、4,235件（最高件数） 
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これまでの取組の成果④ 

こども救急電話相談の利用件数 

2 県民運動の10年間の取組と成果 
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県民運動の更なる推進 2 県民運動の10年間の取組と成果 
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「県民総参加型」の地域医療体制づくり 

県民運動の１０年間の取組と成果 

県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議について   

県民運動に加え、「地域医療基本法」の制定へ 

岩手における地域医療の現状と課題 

これからも県民運動の推進を！ 

まとめ 

3 

4 

1 



2,263  2,262  2,336  2,337  2,342  2,394  2,410  2,413  2,471  2,465  2,458  

159.4 159.7 

165.0 166.1 167.9 

174.1 
178.3 

181.4 

189.6 
192.0 193.8 

183.0 
187.3 

191.6 
195.8 

201.0 

206.3 

212.9 

219.0 

226.5 

233.6 

240.1 

150

175

200

225

250

2,000

2,200

2,400

2,600

平成8 

（1996） 

10 

（1998） 

12 

（2000） 

14 

（2002） 

16 

（2004） 

18 

（2006） 

20 

（2008） 

22 

（2010） 

24 

（2012） 

26 

（2014） 

28年 

（2016） 

医師数 岩手県（右軸） 全国（右軸） 

医師の不足・地域偏在の現状① 

出典：「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省）［各年12月31日現在］ 
備考：医師数は、医療施設に従事している医師数 

（人口10万対） 

医療施設に従事している医師数は、「増加傾向」 
しかし、人口10万に対する医師数を全国と比較すると、 

      この10年間で見ても岩手と全国の「格差は拡大」 

全国との差 

「約35人」 

（人） 

医師は増えているが 
全国との格差は 
ますます拡大!! 

全国平均 

岩手県 

全国との差 

「約46人」 
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3 岩手における地域医療の現状と課題 

H20 
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県立病院全体における勤務医・常勤医は、この10年間で着実に増加 

（人） 

平成20年から 

38人増 

常勤医：臨床研修医・後期研修医を除く勤務医 

562 

医師の不足・地域偏在の現状② 
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H20 

勤務医・常勤医 
ともに増加 

奨学金養成医師の配置開始 

3 岩手における地域医療の現状と課題 
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出典：「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省）［平成28年12月31日現在］ 
備考：医師数は、医療施設に従事している医師数 

（人口10万対） 

医師数を人口10万人当たりでみると「西日本が多く」「東日本が少ない」傾向 

最多の徳島と最少の埼玉では「約２倍」の格差 

（全国：240.1人） 

最少「160.1人」 

最多「315.9人」 

「東日本が少ない」 

「西日本が多く」 

都道府県間で 
医師が偏在 

医師の不足・地域偏在の現状③ 
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、 

岩手「43位」 

3 岩手における地域医療の現状と課題 
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医師確保の継続的な取組や新たな取組にも着手しているが、岩手の医師数は 

「全国との格差」が拡大 

地域医療崩壊の危機を克服し、 
地域医療を再生するための根本的な解決には至らない 

医師が不足・偏在している状況では、 

県独自での取組に限界 

医師確保をはじめ、県民総参加型で地域医療を支える取組など、

地域医療を守るために様々な取組を実施 

県だけでなく全国レベルの取組が必要 

各都道府県でも、 
奨学金制度、医師の勤務環境改善、キャリア形成支援 などの取組を実施 

3 岩手における地域医療の現状と課題 
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「地域医療基本法」（仮称）の制定に

より、医師の不足・地域偏在の解消を！ 

地域医療の現場は、医師の不足・地域偏
在等により、「地域医療崩壊」の危機的
状況にある。 

医師の地域偏在を根本的に解消するには 

全国レベルでの施策が必要 

「地域医療基本法」の制定へ 3 岩手における地域医療の現状と課題 
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「県民総参加型」の地域医療体制づくり 

県民運動の１０年間の取組と成果 

県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議について   

県民運動に加え、「地域医療基本法」の制定へ 

岩手における地域医療の現状と課題 

これからも県民運動の推進を！ 
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〔長期ビジョン〕基本目標 
      東日本大震災津波の経験に基づき、 
         引き続き復興に取り組みながら 
              お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて 
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Ⅶ
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Ⅷ
 

自
然
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Ⅸ 社 会 基 盤 

Ⅹ 参     画 

 「岩手の幸福に関する指標」研究会から示された幸福に関する１２の領域を基に、「健康・余暇」、「家

族・子育て」、「教育」、「居住環境・コミュニティ」、「安全」、「仕事・収入」、「歴史・文化」、「自然
環境」の８つの政策分野と、全体を下支えする「社会基盤」、「参画」からなる10の政策体系を構築 

政策推進の基本的な考え方 

次期総合計画（案）の政策体系 

29 

4 まとめ 
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本日お話しした内容 

医師不足の悪循環を断ち切るため、岩手では、全国初の試みとして、 

平成20年度から県内の保健・医療分野から産業界、学校関係団体、行政等の団
体が参画した 
 

「県民みんなで支える岩手の地域医療推進会議」を設置し、 

地域医療を支えるための県民運動を展開 

リーフレット配布やポスター掲示、シンポジウム開催等様々な 

取組を実施 

医療機関の役割分担認知度が11.1ポイントアップするなど、

10年間の取組成果が出ている。 

一方で、医師数の全国格差は広がり、医師の不足・偏在を解消するためには、 

県民運動 と 全国レベルの施策「地域医療基本法（仮称）」の制定
を両輪として進めていく必要がある。 

推進会議の設立 

取組内容及び成果 

医師不足の現状及び対応 

4 まとめ 
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これからも、皆さんと、県民一人ひとりが 
「医療の担い手」であるとの考えのもと、 
県民総参加型の地域医療体制づくりに向けた 
県民運動を展開し、地域医療の再生を！ 

 地域において県民が安心して医療を受けら 
 れること。 

 私たちにできることはたくさんあります。
一人ひとりの意識・行動を変えることで、 

地域の医療を支える力になります。 

これからも・・・ 

地域医療の 
あるべき姿！ 

4 まとめ 
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そばっち(c)わんこきょうだい 

ご清聴、 
ありがとうございました。 


